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The CARE 中間報告資料

大企業および中小企業の従業員を対象とした
ライフステージを支える企業内助産師の有用性検証事業

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、株式会社With Midwifeのひとつめの実証事業、企業内助産師の有用性検証事業についてご報告させていただきます。
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弊社が提供するサービス

詳細はこちら

看護師と助産師の国家資格をもつケアラーが
健康や子育てに関する専門知識をもって
24時間365日、社員を公私ともに支援する

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちは、社員のニーズに合わせて健康や子育ての課題を解決する企業専属の助産師を育成し、オンラインにてサービス提供をしています。
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弊社が提供するサービス

詳細はこちら

※育休サポートプログラムは
今回の実証事業では含まれておりません。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
具体的にはいつでも使えるオンライン相談や、妊娠してから復職までを支えるプログラムの提供、各種セミナーや毎月の相談データを分析・検討するコンサルティングを行っています。
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大企業および中小企業の従業員を対象とした
ライフステージを支える企業内助産師の有用性検証事業

弊社の実証事業テーマ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで今回やっているのが、企業内助産師の有用性を検証するために、大規模に調査するための事業です。
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実施内容

事業目標：①企業への助産師介入の有用性検討
①汎用性のあるエビデンスを提示しトップランナーとして当分野の今後の発展に資すること

実証
事業
後

実証
事業
期間
中

従業員数1,000人
以上の企業 従業員数300人以下の企業

目標：3社
目標総従業員数：10,000人

目標：10社
目標総従業員数：2,000人

導入前後のアンケート調査
①属性 ②働きやすさ
③ストレス度 ④幸福度 など

集計・分析・エビデンスの報告

1 2 3

トップランナー
として分野の開拓

他企業の新規参入
当分野が醸成する

だれにとっても
働きやすい
職場環境

離職率の低下/産業の発展/ウェルビーイング向上

だれもが自己実現できる
ジェンダー平等な社会へ

企業選定のバックアップ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
内容は、客観的指標を用いたアンケート調査をサービス前後に実施し、その変化を分析するものです。
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

導入先企業のリクルート
24時間365日

オンラインシステムを用いた
健康と子育て個別相談

研修 研修 研修

導
入
前
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

導
入
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

分析・報告

スケジュール

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
すでに導入企業のリクルートや、サポート助産師のリクルートや育成は終了し、先月よりサポートを開始しました。
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実証事業協力企業14社

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
協力企業は、想定を超える14社で、関西を中心とした町工場から、白浜アドベンチャーワールドなどのエンターテイメント施設、メルカリやクレディセゾンなどの大企業まで多くの企業様にご協力いただきました。
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サポートミッドワイフ15名

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
またサポートにあたる15名の助産師はこちらです。
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進捗

実証事業採択

リクルート開始

ミッドワイフ育成

導入企業決定

実証事業開始

第1回セミナー

事前アンケート回収

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
進捗としては、、★9月にサポート助産師の育成、★10月1日からサービス提供を開始し、★アンケートの回収を開始★1回目のセミナーも行い、つい先日導入前アンケートの回収が終了したところです。
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導入前アンケート

回答数（回答率）

2635件（18.01％）

目標回答数（2.500件）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アンケート回答数は目標を大きく上回り、2635件でした。
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POINT

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからはこれまでの経過で、要点となった3つのポイントを説明します。
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ポイント1「企業のリクルート」

協力団体からの紹介

“健康経営”テーマでの登壇

ローカルネットワークの活用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず一つ目は、導入先企業のリクルートです。実質2ヶ月しかなかったのでたくさんの力をお借りしました。★最初のアクションは、協力団体の公益財団法人大阪産業局経由でのリファーラルです。そして同じく協力団体の近畿経済産業局には、★健康経営のセミナーの登壇の機会をいただいたり、関心のある企業様への紹介をしていただきました。しかし、それだけでは十分な数が集まらず、焦りも感じた9月中旬、大きな転機となったのは★F.C.大阪様のご協力でした。自社での導入はもちろん、クラブのサポーター様へのご紹介をいただき、一気に協力社が集まりました。
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ポイント2「助産師のリクルート・育成」

既存のネットワークの活用

面接では、「なぜ」を重視

私たちが大切にしていることの共有

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に今回サポート助産師も新しい仲間を迎えましたのでそれについて。リクルートは容易で、★既存の300名を超える助産師ネットワークに声をかけ、一瞬で3倍以上の応募がありました。新しい仲間を迎えるにあたり、★重視したのはなぜWith Midwifeとやりたいかです。それは、本人のビジョンでも、希望の働き方でも、原体験でもいいのですが、そこにしっかりとした理由があるかを確認しました。これは、ユーザー満足度を高めるためにもとても重要です。また★育成段階や、OJTでは逆にWith Midwifeとして何を大切にしているかをしっかり伝えました。今までクレームは一切なく、9割を超えるユーザー満足度の理由はここにあると感じています。
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ポイント3「アンケート回答率」

アンケート回答のしやすさを重視

1企業ごとのコミュニケーション

私たちからのメッセージを直接伝達

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後のポイントは、どうして目標を超えるアンケート回収ができたかです。★具体的には、まずはアンケートの回答時間やシステム上の回答しやすさの工夫をしました。そして、★3日ごとに進捗をフィードバックし、順調な企業にはねぎらいと感謝を、思わしくない企業には解決策の提案をこまめに送っていきました。最後に、★企業内での展開では、企業ごとに方法を任せるのではなく、「なぜ今回のこの実証事業が大切なのか」をしっかりと伝えるため1社ごとに私たちからのメッセージを作成し、それを送っていただくようにしました。短期間の実証事業で、私たちの意図がしっかり伝わらないために協力者が減ってしまうという残念な結果を招かないためにそうさせていただきました。
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今後

第2回セミナー

第3回セミナー

実証事業終了

データ分析

成果報告会

報告書提出

論文執筆

事後アンケート回収

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後私たちは、実際にサービスを活用してもらうことや事後アンケートまでユーザーを離脱させないことが次のミッションになります。しっかりとPDCAを回しながら、実証事業として意味あるものにしていきたいと思います。引き続き応援のほどよろしくお願いします。ご静聴ありがとうございました。
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The CARE 中間報告資料

大企業および中小企業の従業員を対象とした
ライフステージを支える企業内助産師の有用性検証事業

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
素晴らしいプログラムに参加できたことを大変うれしくいます。
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